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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月6日(2017.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  回転機械を検査するためのシステムであって、
  前記回転機械によって駆動されるシャフト（１２、１３）に連結された可変負荷（１１
）と、
  前記可変負荷（１１）の負荷値における変化が、前記回転機械によって生成される電力
に変化を引き起こすように、閉ループ内の前記回転機械および前記可変負荷（１１）を調
整するように構成されたコントローラ（１０）と、を備え、
  前記コントローラ（１０）は、さらに、前記回転機械によって生成される前記電力と前
記可変負荷によって消費される電力とが均衡するのに要する応答時間を前記シャフト（１
２、１３）の回転速度の導関数がゼロになる時に基づいて決定するように構成される、シ
ステム。
【請求項２】
  前記コントローラ（１０）は、さらに、前記可変負荷（１１）の前記負荷値の前記変化
を制御するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
  前記回転機械に動作可能に連結されたセンサ（１８）をさらに備え、前記センサは、前
記シャフトの回転速度を測定するように構成され、前記コントローラは、さらに、前記測
定された回転速度に基づいて、前記回転機械によって生成される前記電力と前記可変負荷
によって消費される前記電力とが均衡するかどうかを決定するように構成される、請求項
１または２に記載のシステム。
【請求項４】
  前記可変負荷（１１）は、圧縮機であって、前記可変負荷圧縮機の入口を通る空気流を
調整するように構成された少なくとも１つの調整弁（１５）を備える圧縮機を、備える、
請求項１乃至３のいずれかに記載のシステム。
【請求項５】
  前記コントローラ（１０）は、さらに、前記可変負荷（１１）の前記負荷値の前記変化
を制御するための前記少なくとも１つの調整弁（１５）を調整するように構成される、請
求項４に記載のシステム。
【請求項６】
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  前記コントローラ（１０）は、前記少なくとも１つの調整弁（１５）の設定と、前記可
変負荷の対応する負荷値とを記憶する圧縮機負荷マップを備え、
  前記圧縮機負荷マップは、さらに、前記シャフト回転速度の対応する値を記憶する、請
求項４に記載のシステム。
【請求項７】
  前記可変負荷は、回路遮断器（２６）を介して抵抗型負荷（２５）に連結されたオルタ
ネータ（２４）を備え、
  前記コントローラは、さらに、前記オルタネータによって提供される測定された電流に
基づいて、前記回転機械によって生成される前記電力と前記可変負荷によって消費される
前記電力とが均衡するかどうかを決定するように構成される、請求項１乃至６のいずれか
に記載のシステム。
【請求項８】
  前記可変負荷は、回路遮断器（２２）を介してモータ（２１）に連結されたオルタネー
タ（２０）を備え、前記モータは、機械的負荷（２３）を駆動するように構成される、請
求項１乃至７のいずれかに記載のシステム。
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